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左
の
グ
ラ
フ
は
、
町
内
に
建
設
さ
れ
た
住
宅
の
施
工
業
者
を
メ
ー
カ
ー

や
地
域
別
に
分
類
し
た
も
の
で
す
。

　

町
内
工
務
店
の
施
工
割
合
に
つ
い
て
は
、
上
段
の
令
和
6
年
度
が
72
％
、

下
段
の
平
成
26
年
度
が
71
％
と
な
っ
て
お
り
、
町
内
の
割
合
は
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
メ
ー
カ
ー
の
割
合
が
平
成
26
年
度
が
11
％
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
令
和
6
年
が
18
％
と
増
え
て
き
て
る
事
が
わ
か
り
ま
す
。

　

住
宅
を
建
て
る
際
に

は
、
原
則
と
し
て
建
築

確
認
申
請
が
必
要
で
す
。　

　

上
の
グ
ラ
フ
は
、
過

去
10
年
間
の
建
築
確
認

申
請
件
数
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

職
人
不
足
や
建
設
資

材
の
高
騰
が
い
ま
だ
収

ま
ら
ず
、
申
請
件
数
は

減
少
傾
向
が
続
い
て
い

ま
す
。
一
方
、
令
和
７

年
４
月
施
行
の
建
築
基

準
法
改
正
に
よ
り
確
認

申
請
の
対
象
が
見
直
さ

れ
、
（
２
階
建
て
以
上

の
住
宅
な
ど
は
、
建
築

場
所
に
関
わ
ら
ず
建
築

確
認
申
請
が
必
須
と
な

り
ま
す
）
こ
れ
ま
で
申

請
が
不
要
だ
っ
た
地
域

で
も
手
続
き
が
必
要
と

な
り
、
全
体
の
申
請
件

数
は
増
加
す
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。

町

の

家

は

誰

が

建

て

て

い

る

の

？

令
和
６
年
度

中
標
津
町
住
宅
申
請
数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

56
棟

住宅着工件数（平成２６年度）

住宅着工件数（令和６年度） 住宅工事費用って、こんなに変わっているのです
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町 指定確認検査機関 合計

建

築

指

導

係

か

ら

の

お

願

い

　

建
築
物
、
工
作
物
等
を
築
造
又
は
設
置
す
る
と
き
は
、
事
前

に
建
築
確
認
申
請
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
築
造
場
所
や

建
築
物
の
規
模
等
に
よ
り
、
工
事
届
の
み
の
手
続
き
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
建
築
士
又
は
設
計
事
務
所
及
び
工
務
店

等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

確
認
申
請
書
、
完
了
検
査
申
請
書
の
提
出
の
際
は
、
担
当
者

が
外
出
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　　

現
在
、
中
標
津
町
で
は
エ
ア
コ
ン
工
事
や
外
壁
、
屋
根
な
ど

の
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
補
助
金
制
度
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　　

台
帳
記
載
事
項
証
明
に
つ
き
ま
し
て
は
、
発
行
ま
で
に
確
認

事
項
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
証
明
書
の
即
日
発
行
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
発
行
の
で
き
な
い
証
明
書
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
確
認
、
完
了

が
さ
れ
て
い
な
い
旨
を
証
明
す
る
証
明
書
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
）

住
ま
い
の
断
熱
改
修
で
快
適
さ
と
省
エ
ネ
を
両
立

　

住
宅
の
断
熱
性
能
を
高
め
る
『
断
熱
改
修
』
は
、
住
ま
い
の

快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
方
法
の
一
つ
で
す
。
壁
や
窓
、
床
な
ど

の
断
熱
性
を
高
め
る
こ
と
で
、
冬
は
暖
か
く
、
夏
は
涼
し
い
室

内
環
境
を
保
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
室
内
の
温
度
が
外
気
の
影
響
を
受
け
に
く
く
な
る
た

め
、
暖
房
や
冷
房
の
使
用
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
結
果

と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
れ

は
家
計
の
負
担
軽
減
だ
け
で
な
く
省
エ
ネ
の
観
点
か
ら
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

住
宅
の
断
熱
性
能
を
高
め
る
こ
と
は
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
無
理
な
く
省
エ

ネ
に
取
り
組
む
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
抑
え
る
こ
と
は
、

環
境
へ
の
負
荷
低
減
や
、
地
球
温
暖
化

対
策
の
観
点
か
ら
も
重
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

住
ま
い
の
断
熱
性
能
を
見
直
す
こ
と

は
、
快
適
な
住
環
境
づ
く
り
と
と
も
に
、

省
エ
ネ
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

も
な
り
ま
す
。

津中
標

　住宅工事費用については、平成２６～３０年度までは、多少の増減が見ら
れるものの、全体的には上昇傾向にあります。特に令和以降は世界的な資材
価格の高騰や円安の影響を受けて上昇し、令和４年度には、平成２８年度の
約１.６倍となっています。他にも、人手不足による人件費の高騰などの様々
な要因が重なり、戸当たり単価の上昇を招いたと考えられます。
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